ワークシート－天井川を探そう
Q1
図Ａのベースマップ（地形図）で，小倉谷に沿って道路や鉄道が交差する地点をよく見てみよう。通常では見られないことを扇状地の扇端部で見つけよう。




Q2
図Ａで，小倉谷は，扇端部でほかの水路とどう交わっているかを読み取ろう。






Q3
図Ｂは，陰影起伏図（北西側から光をあてて立体的に見えるように表現した地図）である。この図から，扇状地上で小倉谷の周囲との高低差がどのように変化していくかを，扇頂部・扇央部・扇端部に分けて読み取ろう。






Q4
図Ｃは，標高20ｍ間隔で表示した色別標高図である。図Ａと比較して，小倉谷に沿って標高の境がどのような形になっているかを，扇頂部・扇央部・扇端部に分けて読み取ろう。
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図Ｄは，ベースマップの上に陰影起伏図と色別標高図を重ねて，両者の透過率を40％にして表した図である。この図から，小倉谷は，標高何ｍあたりから下流が天井川になっているかを読み取ろう。





『地理・地図資料』2018年度3学期号「GIS講座」ワークシート
